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１．平成１５年度の農林水産研究開発の基本的考え方 

４月１６日の技術会議において以下の方向性が示された。 

（1）研究開発の戦略的重点化 

ライフサイエンス分野、環境分野を中心に、「食の安全と安心の確保」、「農業の構造

改革を加速」、「都市と農山漁村の共生・対流」の観点から、研究開発を推進する。 

また、経済活性化の視点に立って、バイオエネルギー、バイオ新素材、ナノテクノ

ロジー等、新たな生物系産業の創出に向けた研究開発を行政部局及び関係省庁との連

携の下に推進する。 

①食の安全・安心確保のための研究開発 

②ポストゲノムシーケンス研究の体系的加速化 

③安全な農畜産物の生産と自給率の向上を支える技術の高度化 

④新鹿業創出に向けたバイオマスエネルギーの実用化やバイオ新素材開発のため

の研究 

⑤農林水産生態系における有害化学物質の総合管理技術の開発 

⑥地球規模の水循環変動が食料生産に及ぽす影響の評価と対策シナリオの策定 

 

 

（2）研究開発システムの改革 

地場産業の要である農林水産業及び関連産業（市場規模１０９兆円）の技術の振興

による地域経済の活性化を図るため、産学官の連携の強化、競争的資金の拡充を行う。 

①競争的資金資金の拡充 

②独創的な着想を実用化に結びつける支援体制の整備 

③地域科学技術の振興 



 

２．重点事項の編成方針 

注）政府の予算要求方針は昨年度と同じと仮定。 

①予算要求を一般政策経費と構造改革特別要求枠経費に区分する。 

②構造改革特別要求枠経費については基準額の 3倍（科学技術振興費の場合）を要求上

限とし、内閣官房の査定後財務省に要求する。 

（科学技術関係経費の場合は、総合科学技術会議） 

 

（1）「食」と「農」の再生プラン、BSE 調査検討委員会報告書を踏まえ、 

①食の安全と安心の確保 

（BSE・人獣共通感染症の研究体制の整備を含む） 

②農業の構造改革の加速化 

③都市と農村の共生・対流 

を柱に骨太のプロジェクト予算とする。 

 

（2）総合科学技術会議の「平成１５年度の科学技術に関する予算、人材等の資源配分の

方針」に（1）を反映させるとともに、経済活性化に直結する実用化技術の開発をめ

ざす。 

 

（参考）科学技術基本計画の骨子 

○科学技術の戦略的重点化 

ライフサイエンス 

情報通信 

環境 

ナノテクノロジー・材料 

○科学技術の構造改革 

競争的研究開発環境の整備等のシステム改革 

産学官連携の強化 

地域における科学技術の振興 

 

（3）早期に成果がでるよう関係省との連携、国際共同研究の活用、大学・民間等の研究

勢力の結集を推進する。 

 

３・主要プロジェクトの検討状況 

（別紙） 

重点４分野 










